
アートマイルプロジェクト評価シート 

■基本情報について教えてください。 

学校名［ 石川県白山市立朝日小学校 ］  担当教諭［ 東原修身・山森真紀 ］ 

児童生徒の学年・参加人数（複数学年であれば学年別に）：［ ６年 ６５名］ 

実施期間：    ２００７年 １０月～  ２００８年 ３月 

交流：無・○有 （国名[ カナダ  ] 学校名[ Goodfellow Public School ] 当教諭[ Mali Bickly ]） 

教科 単元名 時数 

総合的な学習の時間 世界の国とつながろう ２０ 
実施教科・時数 

（関連させたものをすべて） 

図工 読書感想画を描こう ３ 

 

■作品について教えてください。 

題（テーマ）  Fairy tale ＆ Folk tale 

絵に込めたメッセージ 

「互いの国だけでなく、世界中の国々の昔話や民話がいつまでも語り継がれるような平

和な世界をこれからも大切にしていこう」という願いを込めて、互いの国の昔話や民話

を調べ、その絵を描き交換する。 

 

■主な活動の流れを教えてください。 

場面 時期 活動内容 児童生徒の反応 実施教科

出会い 

１０ 

月 

・英語で自己紹介カードを作成する 

 

 

・カナダについて調べ学習する 

・ＡＬＴの指導のもと、自分をアピールしよ

うと一生懸命自己紹介する内容を考えて

いた。 

・カナダについて知らない子が多く、熱心に

資料を集めて画用紙にまとめていた。 

総合３ 

 

 

総合４ 

情報 

収集 

１１ 

 月 

・学校・地域・日本の紹介ビデオを作

成した 

 

 

・交流相手から送られてきた自己紹介

カード、カナダに関する品物、相手

校の紹介ＤＶＤを鑑賞する 

・自分達で伝えたいテーマを考え、グループ

ごとに一枚の写真を撮影し、その内容を分

かるように伝える文章を相談しながら考

えていた。 

・初めて相手を実感することができ嬉しそう

だった。 

総合７ 

 

 

 

総合１ 

テーマ

検討 

１１ 

 月 

・交流相手から送られてきた絵本

『Paper Bag Princess』を読み聞

かせ、感想画を描く 

・教師が翻訳した文章を渡したうえで読み聞

かせた。自分の好きな場面を選ばせたが、

いくつもの場面が選ばれ描かれていた。 

図工３ 

制作 

１２ 

 月 

・アートマイル実行委員が、全員の感

想画をもとに図案を考える 

・全員で分担して絵を描き発送する 

・一人一人の絵のよい部分を合わせて図案を

考えていた 

・グループごとに協力して描いていた 

総合４ 

鑑賞 
３ 

月 

・交流相手が描いた絵を受け取り鑑賞

する 

・自分達の絵に応える形で完成させて送られ

てきた絵を喜んで見ていた 

総合１ 



■学習目標と成果はどうでしょうか？（順位は重視したものから順に１～５まで記入してください。順位のつかな

いものも記入してください） 

（５：とても身についた ４：身についた ３：どちらともいえない ２：あまり身につかなかった １：まったく関連がなかった） 

順位 つけたい力・指導目標 先生の手応え そう感じた場面・理由 

 
コミュニケーション・スキル ５・４・３・○2 ・１

相手と直接コンタクトを取る活動を行わなか

ったから 

 
情報活用能力（収集・発信） ５・４・○3 ・２・１

これまでにも経験してきた力で行ったもので

あるから 

５ 
人間関係をつくる（交流相手・学級内） ５・○4 ・３・２・１

ビデオ制作やアートマイルの絵を考える活動

でグループ内での話し合いが深まったから 

４ 
協同作業をする力（役割・段取り） ５・○4 ・３・２・１

実行委員を中心に自主的に活動計画を立て実

行することで段取りして実行できたから 

３ 
異文化の理解 ５・４・3・○2 ・１

相手国を調べたり、相手から送られてきた品物

を通して個々に感じるだけに留まったから 

 
自文化の理解・自分を見つめる ５・４・○3 ・２・１

知らない相手に学校や地域や日本を伝える意

識を持ち、自国文化を改めて追求したから 

２ 
表現力 ５・○4 ・３・２・１

カードやビデオや絵などいくつもの表現方法

に取り組み、それぞれの良さを追求したから 

１ 
学習を追究する意欲 ５・○4 ・３・２・１

国際交流という活動は、児童にとってとても魅

力的であり最後まで意欲が持てたから 

 

■今回の取り組みの成果と課題はどういった点でしょうか？ 

成果 課題 

・児童の実態として、自分の意見を伝え合うことに消極

的なことが課題であったが、絵の図案を考える時、積

極的な話し合いができた。 

・絵を通じて外国の相手とも協同作業することができる

ことが分かり世界に目を向けることができた。 

・教師側の問題として英語でのコミュニケーションが難

しく、なかなか交流相手とのやりとりができなかった。

・絵の図案を相手と相談しながら決める活動を行うこと

ができなかった。 

・卒業式前日に相手から絵が届いたので鑑賞する時間が

短くなってしまった。 

 

■その他ご感想・アートマイルプロジェクトへの要望などありましたらどうぞ。 

・取り組むだけの価値がある活動であるが、交流先のカナダへの荷物の発送は一度に一万円ほどかかってしまい金

銭面で厳しいものがあった。 

 

 

 


